
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月１０日 

学校名 福井市清水東小学校   

校長氏名 髙澤 輝美      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 清水東地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

① 環境学習 

・清水東地区の自然環境について生活科や総合的な学習の時間、理科、社会科などで 

積極的に学習します。 

② 節電・節水の取り組み 

・トイレや手洗い場付近にポスターを貼り、節電、節水を呼びかけます。 

・農園や水やり、プール、融雪用水には、地下水を利用します。 

・使用していない教室や廊下の電気はこまめに消します。 

③ 地域と連携して分別回収・清掃活動 

・古紙や空き瓶、アルミ缶の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。 

・地域の清掃活動を学校全体で実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

③の地域と連携した活動では、夏休みに地区ごとに清掃を計画し、異学年の児童が地域の

方々とコミュニケーションをとり、協力し合い主体的に行動する力を身につける。 

                （協力・コミュニケーション）  



様式第２号                                                  （提出日）令和２年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市清水東小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 清水東地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・ビオトープを観察した際、専門家をゲストティーチャーに招き、生き物や植物のことを教

わりました。（５年生） 

・清水東公民館主催の菅田刈りに参加しました。（５年生） 

・クリーンセンターを見学し、ごみの分別や物の再利用することの大切さについて学習しま

した。（４年生） 

・学校畑での野菜作りを通して、地域の自然や環境の大切さを体感しました。(全学年) 

 

   

 

 

 

 

 

【ビオトープ観察】             【菅田刈り】            【クリーンセンター見学】 

 

② 節電・節水の取り組み（全校） 

・蛇口や電気のスイッチ場所に節水や節電のポスターを掲示しました。 

・教室にリサイクルボックスを置き、プラスチックや紙の再利用を促進しました。 

・使用していない教室や廊下の電気は、こまめに消すように心がけました。 

・学校畑や花壇の水やり、プール、融雪用水には、地下水を利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【節電・節水を呼びかける掲示】                 【リサイクルボックス】 

 



 

③ 地域と連携した環境整備活動 

・６月にＰＴＡと協力して資源回収を行いました。回収量は約１２トンでした。 

・８月にＰＴＡと児童で学校の美化活動を行いました。 

・夏休み最初のラジオ体操のあとに、地区ごとに清掃活動に取り組みました。 

・ ＰＴＡのバザーでは制服・体操服・学用品のリサイクル活動（再利用）に取り組みました。 

    

 

 

 

 

 

【資源回収】       【バザーでのリサイクル活動】   【地域での清掃活動      【学校美化活動】 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①のビオトープ観察では、自分たちが周囲の環境や他の生物と関わり合いながら生活して

いることを知り、生物多様性について理解することができました。（相互性・多様性） 

③の地区ごとの清掃活動では、地域の人たちと一緒に自分たちが使う公園などのごみ拾い

をすることを通して、地域の一員として協力する力を養うことができました。（相互性・連

携性・協力） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 生活科や総合の時間に地域の自然環境を学習することにより、清水東地区の自然環

境の豊かさを実感し、自然環境を大切にしようとする意識が育ってきています。 

② 児童が自ら節電、節水に取り組んだり、ごみの分別を行ったりすることにより、省

エネに対する意識が高まってきています。 

③ 地域の清掃活動に参加することによって、地域の環境を守るために、自分たちにで

きることをしていこうという意識が育ってきています。 

【改善点】 

・児童数の減少や委員会の時数減に対応した、持続可能な委員会活動(環境)を計画す

る必要があります。 

・家庭・地域にも、学校での取り組みを今まで以上に広めて、家庭・地域と連携して

環境教育を行っていきたいです。 


